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令和５年度 第 11回 千葉市バリアフリー基本構想推進協議会 議事録 

 

1 日  時 令和６年３月 22日（金）10時 00分～12時 00分 

2 場  所 千葉市役所 高層棟２階 XL会議室 201 

3 出 席 者 

≪委員≫25名（代理出席５名） 

藤井敬宏会長、岩井阿礼副会長、髙梨園子委員、名取信子委員、大石千惠委員、大里千

春委員、國田政教委員、山下知晃委員、植草定夫委員、髙橋直人委員、落合真奈美委員、

宿谷征一委員、青木俊委員、秋葉秀樹委員、小川賢委員、山口浩正委員、石橋徹委員 

（WEB参加：松野由希委員、小川良一委員、福田賢一委員） 

（代理：重松景則様、宇井拓也様（WEB）、野添俊介様（WEB）、川口貴史様、翠川裕司様） 

（欠席：成田斉委員、正能俊輔委員、藪谷直幸委員、勝又憲彦委員、中野裕志委員、 

白井耕一委員） 

≪事務局≫４名 

 交通政策課大木戸課長、川口主査、小野主任主事、矢野技師 

≪傍聴≫０名 

 

4 議事次第 

 １ 開会 

２ 議題 

・第１号 地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）（案）について 

・第２号 次年度以降の地区別バリアフリー基本構想検討に向けた進め方について 

 ３ その他 

 ４ 閉会 

 

5 配付資料 

・次第 

・協議会委員名簿 

・座席表 

・資料１ 地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）（案） 

・資料２ 地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）策定・公表スケジュール 

・資料３ 特定事業計画のイメージ 

・資料４ 次年度以降の地区別バリアフリー基本構想検討に向けた進め方 
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6 議事の概要 

（1）地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）（案）について 

事務局より、地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）（案）について説明し、１

名を除いて了承された。 

 

（2）次年度以降の地区別バリアフリー基本構想検討に向けた進め方について 

事務局より、次年度以降の地区別バリアフリー基本構想検討に向けた進め方について

説明し、１名を除いて了承された。 

 

 

＜会議録＞ 

１ 開会 

【事務局】 

定刻となりましたので、これより「第 11回千葉市バリアフリー基本構想推進協議会」を

開催致します。 

本日は、大変お忙しい中、ご出席ありがとうございます。 

本日の司会進行を務めます、交通政策課の川口です。よろしくお願いします。 

それでは、あらかじめ配布している資料の確認をいたします。 

・次第、委員名簿、座席表 

・資料１  地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）案 

・資料２ 地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）策定・公表スケジュール 

・資料３ 特定事業計画のイメージ 

・資料４ 次年度以降の地区別バリアフリー基本構想検討に向けた進め方 

です。 

座席表は、本日机上配布としております。 

WEB出席の方におかれましては、恐れ入りますがお送りしたデータをご参照ください。 

配付漏れはないでしょうか。 

本日は、委員 26名中、 

委員 20名【会場出席：16名、WEB出席：４名】 

代理出席者 5名【会場出席：４名、WEB出席：１名】の出席 

となっており、千葉市バリアフリー基本構想推進協議会設置条例第７条第２項に規定さ

れた半数以上の委員の出席であることから、本会議は成立していることをご報告申し上げ

ます。 

また、議事の公開につきましては、「千葉市バリアフリー基本構想推進協議会議事運営要

綱」により公開することとなっております。 

本日傍聴者の方はおられません。 
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≪会長挨拶≫ 

続いて、当協議会の会長である 

日本大学理工学部 教授 藤井 敬宏様よりご挨拶を頂戴します。 

 

【藤井会長】 

地区別構想を２年間にわたって進めてきました。千葉都心地区においては、市内の中心

市街区ということもあり、生活関連施設に相当するもの、関連する駅・周辺地区に関して、

色々な課題や問題点が多数ある中での取組となりました。その中で、皆様にもご協力いた

だいたまち歩き点検ワークショップ、ヒアリング調査及びアンケート調査等を経て、各種

事業者様との調整を図った上で、まず１つの目標設定として、特定事業計画の方向性を示

していただきました。 

マスタープランの考え方では、まず地区別構想を確定し、ステップアップしていくこと

で進めているが、今回の中心市街区である千葉都心地区では、既に作成した JR／京成稲

毛地区と異なるご意見、新たな気付きや対応すべき課題が出てきた点に対してフィード

バックをしていく方法をとっています。 

まず第１段階を達成するために、本バリアフリー基本構想を策定しなければ各種事業

が進まなくなることから、本日は皆様に本計画案を承認するかのご判断を最後にお諮り

していきますので、その辺も含めましてご協力いただければと思います。どうぞよろしく

お願い致します。 

 

【事務局】 

ありがとうございました。 

≪代理出席者 紹介≫ 

続いて、代理出席の方をご紹介いたします。 

・東日本旅客鉄道㈱千葉支社企画総務部経営戦略ユニット ユニットリーダー 

 正能 俊輔様ですが、欠席とのご連絡を受けており、代理で重松 景則様です。 

・千葉県 県土整備部 都市整備局 公園緑地課長 藪谷 直幸様ですが、 

 欠席とのご連絡を受けており、WEBにて代理で宇井 拓也様です。 

・千葉県警察本部交通部交通規制課長 勝又 憲彦様 ですが、 

 欠席とのご連絡を受けており、WEBにて代理で野添 俊介様です。 

・千葉県警察本部千葉市警察部総務課長 中野 裕志様ですが、 

 本日欠席とのご連絡を受けており、代理で川口 貴史様です。 

・千葉市保健福祉局高齢障害部 部長 白井 耕一ですが、欠席のため、 

 代理で 障害者自立支援課 課長補佐 翠川 裕司です。 

それでは、これからの議事進行につきましては、藤井会長にお願い致します。藤井会長、

よろしくお願いいたします。 
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２ 議題 

第１号 地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）案について 

【藤井会長】 

それでは、次第に沿って議事を進めたいと思います。 

議題第１号「地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）案について」の説明をお願

いいたします。 

【事務局】 

議題第１号 地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）案について、ご説明致します。 

まず、地区別基本構想という計画の考えなどについてですが、もともと、令和３年３月

に策定・公表いたしました千葉市バリアフリーマスタープランにおいて「優先的にバリア

フリー化の促進が必要な地区」である「促進地区」を位置づけております。 

ちなみに、その地区数は 22地区でございます。 

その促進地区内に、更に、重点整備地区を設定し、具体的なバリアフリー化に向けた事

業を位置付けるため、地区別に基本構想を策定しようというもので、本市では稲毛地区に

続いて、この千葉都心地区が２地区目となります。 

地区別基本構想では、基本的に促進地区のエリアの内側に「重点的かつ一体的にバリア

フリー化を行う必要がある地区」として、「重点整備地区」の位置、区域のほか、その重

点整備地区内にある生活関連施設ごとに具体的なバリアフリー化に向けた事業などを位

置付けることとなっております。 

さて、それでは、内容の説明に入ります。お手元の資料１をご覧ください。 

今月末に策定・公表予定の「地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）案」です。 

計画全体の構成は、前回の第 10回協議会においてご承認いただいておりますが、その

際にご説明差し上げた通り、一部の生活関連施設において、具体的なバリアフリー化に向

けた事業である特定事業が未作成の状態でございました。 

資料１では、その後、特定事業を作成いただいた箇所など、追記や時点更新した箇所は

水色の網掛けにて表示しております。本日は、この追記等した箇所を中心にご説明いたし

ます。それでは、18ページをお願いいたします。 

ここから 19 ページまでは、昨年 12 月５日に開催いたしました「地区ワーキンググル

ープ・事業者ワーキンググループ合同意見交換会の意見概要」となります。 

表 1-7意見概要は、意見交換会の中で挙がった主な意見と、その意見に対する各施設設

置管理者様からの回答をまとめたもので、公共交通、都市公園など、特定事業の種別ごと

に分けて整理しております。 

なお、いただいた意見の関係者が当日欠席の場合もございましたので、その場合は、後

日、関係者には確認した上で回答を記載しております。 

それぞれの項目について、概要をご説明いたします。 

まず公共交通の項目ですが、鉄軌道駅に関しては、無人駅や無人改札がある駅で必要と
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なるインターホンの位置、また、駅ごとの多機能トイレの設置状況など、駅内の案内に関

しての意見バスに関しては、行き先案内のアナウンスの徹底についての意見など、利用者

にとって非常に重要となるバリアフリーに関するものを含めた「情報の発信・周知」に関

しての意見が多く上げられました。それぞれの施設設置管理者様からは、周知方法や案内

設置などの検討をしていくとのご回答をいただいております。 

前回の協議会では、ホームページ等を含めた情報の発信や利用者と各施設設置管理者

の双方による情報共有の大切さについて、複数の委員からご指摘を頂いておりますので、

この場を借りまして、各公共交通事業者の皆様等には、改めて、「情報の発信・周知」等

について、検討・ご対応などを進めていただきますよう、お願いいたします。 

「情報の発信・周知」に関しては、他の項目でもご意見を頂いております。 

次の都市公園の項目では、主要な園路への視覚障害者誘導用ブロックの敷設のほか、公

園内の案内板の充実についての意見、建築物の項目では、音声案内に関しての意見を頂い

ており、それぞれ、利用者の移動がより円滑になるよう留意する旨のご回答を頂いており

ます。 

19ページをお願いします 

交通安全の項目では、音響式信号機に関してのご意見がありましたが、当日は担当とな

る千葉県警様がいらっしゃらなかったため、後日、確認したところ、「音響式信号の設置

については、今後、交通実態を把握し、関係機関と調整、地元の理解を得た上で検討して

いきます」とのご回答をいただいております。 

最後に、教育啓発の項目では、職員研修の具体的な検討の際には、知的や精神障害など

の見た目で分かりにくい障害者にも意見を聞いてほしいとの意見がございました。 

このご意見は、多くの施設設置管理者様にも関係する内容で、見えにくい障害へも対応

した研修内容となるよう広く周知していく必要があると考えております。 

 この合同意見交換会の後、意見交換会にご出席いただいていた千葉都市モノレール

㈱様は、知的障害者団体である「手をつなぐ育成会」様にご協力いただき、実際に知的障

害者への対応についての研修を実施されたと伺っております。 

なお、これらの意見は主に施設設置管理者様が検討・設定されました特定事業に関して

の意見であることから、今後、各施設設置管理者の皆様に作成いただく特定事業のための

事業計画である「特定事業計画」の参考にしていただきたく、事務局から情報提供すると

ともに、合同意見交換会に利用者側の立場で出席された皆様にも共有する予定です。 

この合同意見交換会は、利用者と施設設置管理者様の双方が互いの考えを共有できる

貴重な機会だと考えており、次年度以降に実施する他の地区においても、基本構想を検討

する過程の中などで、引き続き実施して参りたいと考えております。 

続いて、83ページをお願いいたします。 

第５章千葉都心地区における特定事業として、前回の協議会から追加した特定事業に

ついてです。追加した特定事業は、保健施設・病院が１施設、宿泊施設が８施設の計９施
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設で、ここでは保健施設・病院として追加した「千葉みなとリハビリテーション病院」の

内容が記載されております。基本的に、病院としてのバリアフリー設備はすでに整ってい

るとのことで、日ごろから主要通路を設備等で狭くならないように配慮するなど、職員の

対応に関して、継続的に実施する内容となっております。 

次に 112ページをお願いします。 

ここから 123ページまでに宿泊施設として追加した施設を８施設、掲載しております。 

112ページから 113ページがホテルシュランザ CHIBA 

114ページがダイワロイネットホテルで千葉駅前と千葉中央の２施設 

116ページがホテルサンルート千葉 

119ページから 121ページが東横インで、千葉みなと駅前、千葉駅前、千葉駅東口の３

施設 

123ページがザキューブホテル千葉で 

出入口の段差解消や、非常事態を聴覚障害者等へ知らせるためのフラッシュライトを

トイレへ設置することなどが、長期の事業として位置づけられています。 

また、117ページ～118ページのホテルリブマックスの千葉駅前、千葉みなと駅前、京

成千葉中央駅前の３施設につきましては、特定事業作成の意向は確認できており、現在も

調整を行っているところですが、本日現在で未作成の状況です。そのため、前回協議会に

おいてご承認いただきましたとおり、公表時点までに作成が間に合わない場合は掲載せ

ず、随時公表といたします。 

なお、千葉ＥＸビル、三井ガーデンホテル千葉につきましては、それぞれ個別に調整を

行ってまいりましたが、今回、特定事業として掲載することは難しいとの最終的なご判断

を伺ったところであり、特定事業の掲載は見合わさざるを得ない状況でございます。 

資料１についてのご説明は以上ですが、宿泊施設については、前回協議会においてバス

ボードやシャワーキャリー等の設備や貸出備品等の情報をホームページ等で発信するこ

とで、利用者が宿泊可能な施設を検索する際に非常に役に立つとのご意見を頂いており

ましたので、生活関連施設である各宿泊施設へ共有するとともに、特定事業への反映など

のご検討をお願いしているところです。本日時点で具体的なお返事はいただけておりま

せんが、今後も機会を捉え、宿泊施設関係者への働きかけを行って参りたいと考えており

ます。 

続いて、地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）策定・公表スケジュールについ

て、ご説明いたします。資料２をご覧ください。 

千葉都心地区では、令和４年度から２か年に渡って取組みを進めて参りましたが、初年

度である令和４年度は、指摘事項や共通の配慮事項を整理するため、利用者である高齢者

や障害者の皆様などによる「地区ワーキンググループ」の活動として、市民参加のまち歩

き点検ワークショップなどを実施することで市民意見を伺い、配慮事項の整理などを行

って参りました。 
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令和５年度は、主に各施設設置管理者様などによる事業者ワーキンググループとして、

“特定事業検討の進め方に関する事業者説明会”を実施し、地区別基本構想策定の目的や

趣旨をご説明した上で、特定事業の設定や内容検討についてのご協力をお願いいたしま

した。検討に当たりましては、適時、我々の方でモデル地区として実施した稲毛地区の事

例などを基に、各施設設置管理者様と協議・調整を進めてきたほか、合同意見交換会の開

催なども行ってまいりました結果、ほぼすべての施設設置管理者様に、具体的なバリアフ

リー化の事業を特定事業として位置づけていただくことができ、本日、当協議会において、

地区別バリアフリー基本構想（案）をお示ししたところです。 

この後、委員の皆様方にご審議を賜りまして、内容のご承認を頂ければ、今月末の策定

・公表を予定しております。なお、策定・公表後、各施設設置管理者の皆様に作成いただ

く特定事業計画については、最終的に市で取りまとめ、『【仮称】バリアフリー特定事業計

画（千葉都心地区）』として公表し、各々の特定事業計画内容に修正等があった場合は、

更新していく形を考えております。資料２についてのご説明は以上です。 

 続いて、特定事業計画のイメージについて、ご説明します。資料３をご覧ください。 

資料の左側、【緑の点線】で囲まれている部分は、“Ｒ５地区別基本構想（千葉都心地区）

で定めた事項”と記載されている通り、今回、案としてお示しいたしました地区別バリア

フリー基本構想（千葉都心地区）の第５章において定めました内容を記載する箇所となり

ます。 

資料の右側と下側、【青の点線】で囲まれている部分が“特定事業計画”として、より

具体的な事業内容や実施期間などを記載する箇所で、表の構成は、取組項目ごとに具体的

な追加記載をする右側部分と、全体的な追加記載をする下側部分とに分かれます。 

取組項目ごとに追加記載する右側部分は大きく３つにわかれており、“①具体的な事業

内容”には“場所・規模・数量・方法等”を、“②具体的な実施期間”には時期を年度単

位で記載できるようになっており、“③特記事項”には、“実施に向けた課題や現在の状況

等”が書き込めるようになっております。 

また、全体的な追加記載をする下側部分には、“④特定事業の実施に必要な資金の額及

び調達方法”と、“⑤その他”として参考写真等の記載欄を設けております。 

なお、本フォーマットはイメージであり、事業者が個別に、特定事業計画に準ずる計画

を策定している場合は、それを特定事業計画と読み替えることとし、この書式どおりでな

くとも問題ありません。この、特定事業計画の公表方法につきましては、資料の下段に記

載の通り、本市ホームページへの掲載を考えております。 

以上で議題第１号「地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）案について」のご説

明を終わります。 

前回協議会において、計画全体を示した素案は承認いただいておりますが、追加箇所を

含め、この案を成案として策定・公表に向けた作業を進めたいと考えておりますので、ご

審議のほど、よろしくお願いいたします。 
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【藤井会長】 

只今、事務局より『議題 第１号 地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）案に

ついて』説明いただきました。 

前回の特定事業にホテル等を追記いただき、ありがとうございました。２事業について

は回答なしとなっておりますが、他自治体ではホテルを対象としているところはなかな

かございません。一歩進んだアプローチをされたと思います。 

また、合同意見交換会のご意見を踏まえ、千葉都市モノレール様で具体的な研修を実施

していただいたと報告がありました。基本構想を策定することは市からの要請となりま

すが、事業者様が自ら実践する意志を持っていただけたことは本協議会の良いスタート

になっていると思います。他の細かい部分の配慮については十分ではない部分もあるか

もしれませんが、１つの成果としてのまとまりができてきたところになるため、皆様にこ

れから各種ご意見をいただきたいと思います。 

【松野委員】 

施設側としては他社の状況を確認しながら進めていけるため、このように素晴らしく

まとめていただけたことは良い取組だと思いながら拝見しました。 

短期・中期・長期・継続の考え方を教えていただきたいです。 

【事務局】 

資料１の P.49をご覧ください。マスタープランの期間に合わせて、短期は中間評価の

時期の令和７年度まで、マスタープランの中間見直しと合わせて令和 12年度までを中期、

基本構想の改定と合わせて長期としています。継続は期間に関わらず行っていくもの、と

して整理しています。 

【宿屋委員】 

P.40 の建築物の配慮事項に関して、お願いしていた東横イン千葉駅東口のホームペー

ジの「フォト・施設情報」のページについて情報共有をさせていただきたいと思います。 

第 10 回協議会で「車椅子で部屋に入ることができれば良いという仕様になっており、

特に浴室等は実は使用できない／しにくい状況がある」ことをお伝えしましたが、実際に

このご意見を申し上げたところで、2/3 の職員には理解されにくい点だと考えています。

P.121 の東横イン千葉駅東口の特定事業を見ると、「客室」に関する項目では「照明の明

るさ」のみが事業化されている状況です。東横イン様の場合、車椅子で利用可能な部屋と

してハートフルルームＡとＢがあり、Ａはシングル、Ｂはツインの構成となっていますが、

この情報が明記されていません。情報提供が不十分である中で、事業設定されていないこ

とに疑問があるため改善していただきたいと思います。 

また、「お部屋」のハートフルルームの浴室の写真を見ると入浴補助具が４種類（シャ

ワーチェア、手すり、浴槽台、移乗台）あり、車椅子使用者である私でも利用ができる完

璧な備品設置となっています。車椅子使用者の場合、移乗台がないと浴槽に入ることがで

きず、この備品がある宿泊施設が少ない状況のため、宿泊施設については、部屋に関する
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事業のみでなく、入浴可能な整備に関する記載を追加していただきたいです。 

【藤井会長】 

具体例があると分かりやすく、目標設定にも繋がってきます。今回、宿泊施設に依頼を

したところ回答をいただけなかった施設もあると報告がありました。「バリアフリー」と

いうキーワードに対してハードルを非常に高く感じている事業者様や、まずは取り組む

姿勢を見せるために費用を設定して事業設定いただいた事業者様もあると思いますが、

利用者の立場からすると不十分である場合があることが分かります。 

障害種別に応じて利用状況が異なることはありますが、情報共有は非常に重要となる

ため、事務局には今回のご意見も踏まえて情報発信していただけると有難いです。ある自

治体ではエレベーター内に「耳マーク」のボタンを設け、聴覚障害者がそのボタンを押す

とモニターでコミュニケーションを取ることができるという好事例があります。 

今は日進月歩で様々な対策がなされているため、先進事例を千葉市でも紹介していき

ながら、他の地区に反映する際に１つのモデルとして位置づけていただければと思いま

す。事務局いかがでしょうか。 

【事務局】 

事例を用いてご説明いただけると分かりやすいため、非常に有難いです。実際に市内の

ホテル事業者のホームページを確認してみたところ、「シャワーチェア」と明記している

施設もあれば、写真のみの掲載や写真の掲載がない施設、設備の用意はあるものの情報と

して掲載していない施設等があることが確認できました。用意のある設備情報をホーム

ページに掲載していただけるよう要請はしています。 

一方で、特定事業として記述するためには新たに調整が必要となり、年度内の確定・公

表を目指していることを考慮した場合、現時点での記載は難しいと考えています。 

宿泊施設の事業者の方々には今回いただいたご意見と合わせて紹介し、令和 7 年度の

見直しの際に変更するか否かも含めて検討させていただきたいと思います。 

１点お断り事項があります。特定事業としては、現在各事業者が既に実施している取組

みや発信している事業とは別に、今後新しく取り組む予定のある事業を記載いただくよ

うお願いしています。既に取り組んでいる事業に関しては、特定事業の中に記述するので

はなく、配慮事項内に貸出器具や備品の内容をホームページ上に積極的に公開する旨を

記載する等、対応を検討して事業者と調整しながら進めていきたいと思います。 

また、ホテルミラマーレ様のホームページ上の「貸出備品」にいくつか記載はあります

が、例えば「すべり止めマット」などの利用者を限定しない備品に対して、バリアフリー

設備として記載することが良いのか、一般利用も想定して記載するのが良いのか、記載方

法が分からない状況があります。施設によっては当該備品をバリアフリー関連のものと

認識していない場合もあるため、どのような備品をバリアフリー設備として記載すべき

か教えていただきたいと思います。 

【宿屋委員】 
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両方ともバリアフリー設備として掲載した方が良いと思います。簡易手すりは浴槽の

淵に挟み込むようにして、取り外し可能なように設置することで健常者が利用する際に

は外すこともできます。滑り止めマットは浴槽内に敷くものであり、浴槽内での滑り止め

の役割があります。日系のホテルの浴槽の高さは45cmですが、外資系ホテルの浴槽は 38cm

と低めに設定されているため寝そべらないと肩まで浸かることができないことから滑り

やすいと言われています。 

先日、とあるホテルに入浴用の設備・備品について問合せをしたところ、移乗台を常備

しているにも関わらず、「備品なし」という回答がきました。つまり、職員自身が理解さ

れていない状況となっていました。他のホテルでも色々調査をしてみたところ、シャワー

チェアを常設しているにも関わらず、そのことを情報発信していないホテルが多い状況

でした。保有している台数が少ないために情報提供が消極的になっているそうですが、利

用者としてはぜひ情報発信していただきたいです。 

【藤井会長】 

情報発信をする姿勢は大事だと思いますので、事務局は対応をよろしくお願いいたし

ます。 

【大石委員】 

千葉都市モノレールの特定事業について、「呼出しボタンについては検討する」と記載

されていますが、券売機の横にある呼出しボタンは、車椅子使用者から手が届かないため

使用することができません。さらに心配な点は、聴覚障害者が使用できないことです。コ

ミュニケーションが図れるよう、モニター等の整備をお願いしたいと思います。 

また、バリアフリートイレの情報発信をすることは良いと思いますが、トイレの必要は

急に生じるので、車両内にバリアフリートイレの設置駅を紹介した方がわかりやすいの

ではないかと思います。 

バスについては、一部の車両のみが車外に行先案内をしている状況のため、改善をお願

いしたいです。 

また、合同意見交換での「心のバリアフリーで職員教育を行う際、見た目で分かりにく

い障害のある方の声も聴いて研修に活かしてほしい」という意見に対する回答について

「見えにくい人についても対応を考えている」という表記がなされています。この表現は、

視覚障害として見えにくいという受け取り方をされかねないため、言葉として表現方法

は他にないでしょうか。 

合わせて、回答内の注意書きに「この意見は千葉都心地区の生活関連施設に該当するも

のではない」という記載がありますが、どういうことか教えていただきたいです。 

【事務局】 

P.19 の注釈については、生活関連施設全体に係るものではないということを示してい

ます。千葉都心地区には多くの特定事業を設定していますが、記載しているのは、意見交

換会の場で特定の施設に対して出た意見に対して該当する事業者が回答した内容となる
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ため、生活関連施設を特定しないような表現になっていたとしても、それ以外の全ての施

設でこのようなやり取りがあったわけではないということです。稲毛地区でも同様の対

応としています。 

また、ご指摘のとおり「見えにくい障害」は「視覚障害として見えにくいこと」と「障

害があるかどうかが外見上見えにくい」ことのどちらの意味にも取れてしまうため、表現

は変更したいと思います。 

【大石委員】 

意見の発言者は「見た目で分からない障害」と言っていますが、検討の余地があると思

います。 

【事務局】 

事務局でも表現について再度検討し、場合によっては各障害者団体の皆様に確認しな

がら、最終的な成案としてとりまとめていきたいと思います。 

呼出しボタンや多機能トイレに関するご意見については、施設更新の際には配慮いた

だけるようお願いをしていきます。また、モノレールの場合、市でも所有している部分が

あり、これまで和式便器の洋式化を進めてきています。こちらが完了したため、今年度か

らバリアフリートイレの設計を始めており、来年度からは設置を進めていく予定となっ

ているため、モノレール株式会社と協力しながら進めていきたいと思います。 

また、ハード面以外の情報発信・周知が非常に重要というご意見をいただきましたので、

ホームページ上での公表以外にどのような方法があるのか、張り紙等が可能なのかとい

うことも併せて相談していきたいと思っております。 

【藤井会長】 

知的・精神障害者への研修も実施された点については、各事業者にその内容を共有いた

だきたいと思います。難しかった点や改めて気づいた点等を共有することで事業に反映

でき、研修の精度が上がっていきます。現時点で把握していることはありますか。 

【事務局】 

モノレール様の他、東日本旅客鉄道様でも各種障害当事者への接遇研修に取り組んで

いただいており、そこから検討した対応方法についても我々の方に適宜共有いただいて

おります。京成電鉄様においても研修を実施しているという情報もあるため、各事業者に

発信可能な内容を確認した上で、バス・タクシーも含めて共有していきたいと思います。 

また今回、ほぼ全ての事業者様から、人的対応・心のバリアフリーについても事業設定

いただいています。稲毛地区の特徴的な取組みがあれば、当協議会や各事業者様にその内

容を共有させていただきます。 

【藤井会長】 

バスの状況に関して等も情報共有していただけるとありがたいと思います。 

【大里委員】 

モノレール様には大変お世話になりました。研修の際にお話を伺い、職員の皆様は障害
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者に関する勉強をされ、理解もなされていましたが、「一般利用者への理解の促進」が会

社として大きな課題であり、事業者様も悩まれていると感じました。多様な利用者がいる

中で、親の会としても一般利用者への啓発活動を進めていくことが一番の理解への道だ

と考えました。 

【藤井会長】 

非常に難しい問題です。十数年前に総務省がアメリカとドイツを対象に実施した「目の

前に障害者がいたときにどう感じるか」という調査で、アメリカとドイツの場合は「障害

者を気にしない人」が８割に対し、日本は「気にする人」が８割でした。現在も、多様な

障害に対する意識について底上げはされているものの、各個人への理解啓発は進んでい

ない状況です。海外で心のバリアフリーに関する取組の話を聞いたことがないため、日本

特有の課題であると感じています。まだまだ底上げが必要な現状を理解して、周知活動を

進めていかなければなりません。 

そして、交通事業者の中で広げているような仕組みを今後は学校教育の場でも実施し

ていく必要があります。教育啓発でも「障害を理解する」ということが重要視されている

ため、教育の場で障害の問題を考える仕組みを作っていかなければ活性化は難しいと考

えます。事務局にはぜひとも頑張っていただきたいです。 

【落合委員】 

毎日通勤でバスや電車を利用していますが、優先席になかなか座れない状況です。心の

バリアフリーの取組みも必要ですが、実際に高齢者など、優先席を必要としている人自体

が増えているため、車両内に優先席を増やしていくことも方法の１つとしてあると思い

ますが、そのような動きはあるのでしょうか。 

【事務局】 

事務局としては回答が難しい状況です。国として優先席の使用方法や利用者への配慮

の重要性は理解しており、学校教育でも啓発を進めているところではあります。 

【重松委員】 

山手線等の新型車両には優先席を増やしている状況です。１つの車両は 10～20年使用

するため、次の車両更新と合わせての対応となることをご理解いただきたいです。 

【藤井会長】 

ハード面を進めるのはなかなか難しい部分もあります。本来、優先席は必要のない社会

が望ましいですが、設置しないと必要な人が座れない状況があります。その状況を重く受

け止めて、啓発する仕組みを設けなければ定着はしません。 

先日鉄道を利用した際、子ども連れの母親が優先席に座っていると、その子どもが注意

していました。母親は「混雑したら移動する」と言って座り続けていましたが、結局混雑

しても席を空けていたのは子どもだけでした。親への教育も必要だなと思いました。 

このような実態もあるため、まずは優先席のようなハード設備の存在理由を知っても

らい、みんなで気付いていくような働きかけと併せて、障害者が基本的な外出行動ができ
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るような社会づくりをするための支援の両方が動かなければ前進しません。このような

場で意見を発信することにも繋がっていきます。社会全体が前進していくために基本構

想でも重点的な位置づけに含めていることを共有してスタートしたいと思います。すぐ

には難しいかもしれませんが、やらないといけない重要なことです。 

【宿屋委員】 

公募委員に応募する際の小論文テーマが「バリアフリーを社会にいかに理解してもら

うか」であり、それに対して私は合理的配慮のバランスが重要であることを記述していま

す。一方で、近年ではこのバランスを崩す当事者もいる状況です。私の考えでは、障害者

や高齢者に対して合理的配慮を行う義務があると思っていますが、義務はないという考

えの人もいます。ある事業者の駅のバリアフリー情報が分かりにくいことを駅員にお伝

えしても、「改善を図る」と言われたのみで３年経っても改善されていない状況です。 

反対に、障害者三法の権利を良いように利用するような、同じ車椅子使用者としては恥

ずかしい事例がありました。電動車椅子使用者がバリアフリー未対応の無人駅で降車し

たいと当日依頼をしたお話です。無人駅の場合、事前連絡をお願いしており、その予約日

数は事業者によって異なりますが、当事者はそれを無視して当日その場で依頼をしてい

ます。事業者からは対応が困難な理由や別の公共交通手段を案内する等、再三の呼びかけ

にも応じないため、最終的に事業者が折れて駅員８名がかりで対応することになりまし

た。当事者はインフルエンサーのため、「乗車拒否された」という投稿をし、賛否が置き

ました。障害者教育を実施する等、このようなことを防止する方法はないのでしょうか。 

千葉市には 12の無人駅があり、それぞれの管理駅が設定されていますが、その管理駅

であることがホームページ上に示されていません。また、バリアフリー情報にある「エレ

ベーターなし」の表記は、「設置がない」と「必要がない」のどちらの意味を指している

のか分かりません。合わせて、駅前広場までのバリアフリー経路を示していただきたいと

思います。 

【藤井会長】 

大事な点は、バリアフリー対応すべき重点的な駅かを示すかどうかです。ホームページ

上では全ての駅で共通の情報となるよう、エレベーターとエスカレーターの有無を示し

ているため、個別の駅での状況が分かりにくいということであれば、「車椅子で利用がで

きるか」の情報提供が必要となります。施設単一での情報があれば良いというわけではな

く、駅から構外への接続という視点で、バリアフリー経路も含めて示していく必要があり

ます。事務局としても情報発信は重要視しており、ホームページに記載した上でその先に

どう伝えていくかまで考えなくてはいけません。今ご提案ございましたように、各重点整

備地区の関連する施設において、車椅子等の移動が担保されているか、あるいは視覚障害

者の誘導用ブロックなど、「繋げる」というキーワードの中できちんと情報発信ができて

いるか確認いただき、改良していく必要があります。その情報が使えるか否かにも配慮い

ただきたいと思います。 
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【宿屋委員】 

ホームが島式で片方にのみエレベーターがある駅の場合、時間帯によっては番線の乗

り入れが変わり、エレベーターが利用できる場合とできない場合があります。その情報を

時刻表等で明記していただきたいと思います。 

【藤井会長】 

事業者にはご意見を持ち帰って検討いただき、ご報告いただければと思います。 

【事務局】 

事務局としては、お互いの事情・状況を共通認識として持つことが重要だと考えていま

す。求める側、提供する側がそれぞれ一方通行で意見を出し合うのみでは、バリアフリー

を進めていく上で協力関係が結べないのではないでしょうか。利用者の困難な点をご意

見としていただいて、提供者がそれに対して対応可否で協力関係を判断するのではなく、

お互いの妥協点を話し合った上で将来的な対策を一緒に検討していく場が必要と考えて

おります。今回いただいたようなご意見に対して皆様が問題意識を持って、自由に議論を

交わし、それをお互いが持ち帰って模索する、そういった協力関係を結んでいくことが一

番重要なのではないでしょうか。 

合理的配慮に関しては、国でも出されている「相互理解」が一番重要と考えています。

障害福祉課からご意見はありますでしょうか。 

【緑川委員（障害者福祉課）】 

障害者差別解消法の合理的配慮が４月１日から義務化されます。義務化と言っても事

務局からお伝えしたとおり「双方の話し合い」によって打開策を結び付けていくことが重

要となります。昨年の 12月に市政だよりの中でも特集を組んで、民間事業者、それから

公的機関、一般の人、障害者それぞれに向けて情報発信しています。そちらを参考にして

いただいて、より良い共生社会、お互いを思いやる社会を目指していきたいと思っており

ます。 

【宿屋委員】 

意見を共有する場であれば、一方通行ではなく、事業者からの意見も伺いたいです。事

業者からの意見や回答がなければ議論にならないと思います。 

【事務局】 

協議会の場ですぐに回答できること、社内で確認した上で回答できることがあります。

基本的にいただいたご意見は事務局で受け止め、関係事業者等に照会しているため、回答

がないからご意見がなくなるというわけではございません。 

また、この協議会はマスタープランや地区別バリアフリー基本構想に対する総括的な

意見をいただく場でもあるため、それぞれの団体代表の方に出席いただいています。その

ため、個々の駅に対するご意見については、可能な限りでご説明をさせていただいており

ます。だたし、全てに前向きに検討するということは申し上げられない場合もあります。

活発な議論をお願いしたいところではございますが、庁内でも検討が必要な点もあるた
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め、ご了承いただきたいと思います。 

【岩井副会長】 

色々な方々が真剣にたくさん考えていただいていることを感じて、非常に嬉しく思い

ました。私が常々感じていることは、様々な場所で人手不足により試行錯誤を繰り返して

いる状況の中、特にバリアフリー対応には人手が必要となることです。ＪＲ様を利用する

際には車椅子介助をお願いしていますが、駅員が１名のみの場合であっても運用できる

ような工夫をしてくださっています。藤井会長のご意見にあった耳マークの事例を聞い

て、技術等で改善しようという動きがあるのは非常に良いと思いました。このような技術

がさらに広がっていくことは良く、このような場で好事例の紹介がなされることで後続

事例が生まれると良いと思いました。 

モノレール様で実施された知的障害者への対応研修については、他事業者でも実施さ

れると良いと思いました。さらなる乗客の心のバリアフリーを促進していくには、鉄道会

社のみで実現できるものではなく、むしろ教育の役割となるため、大学の授業にも取り入

れていきたいと思います。 

障害者対応は、障害種別によって必要としている支援や情報を整理した上で対応して

いるのでしょうか。それとも個別に各関係団体から対応方法の要求があって対応してい

るのでしょうか。システマティックに聞き取りをしたものがあれば効率的なのではない

かと感じたため、対応の検討方法について、可能であれば次回にでも情報提供していただ

ければと思います。 

【藤井会長】 

今は千葉市でやっていますが、千葉県の中でもバリアフリーネットワーク会議等で、交

通事業者にも参加いただきながら、地区ごとのバリアフリーを考えていくことも行って

います。情報共有といただいたご意見を受け止めて展開していくという意味でもこの場

を活用していただけると有難いです。 

日本の技術が進んでいることは良いことですが、それだけで良しとするスタンスがあ

るかと思います。その面で言っても、教育が密接に関わってくるため、子どもの教育も含

めてどう一貫して繋げていくか、今回の議論をベースにご検討いただけると有難いです。 

【大石委員】 

鉄道会社やバス会社が出入口付近に優先席を設けていることは、乗降車しやすいよう

にという合理的配慮なのだと考えています。一方で最近の人は無口すぎます。見た目では

何も悪いように見えない人が座っている場合、前に人が来た際に何も言わずに座ってい

るのではなく、実は腰が悪いから座っているなどと声を挙げれば、周囲の若者は自分が譲

ろうと思うのではないでしょうか。きっかけがあれば譲り合いができると思います。心の

バリアフリーは、大人が見本を見せることで子どももそれに倣います。 

【藤井会長】 

他にご意見はございますでしょうか。ないようですのでお諮りいたします。 
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『議題 第１号 地区別バリアフリー基本構想（千葉都心地区）案について』、承認する

ことに賛成の方は挙手をお願いします。 

【会場・ＷＥＢ】 

１名を除いて承認 

【藤井会長】 

１名を除いて承認いただいたということで、『議題 第１号 地区別バリアフリー基本

構想（千葉都心地区）案について』、原案どおり承認致します。 

 

第２号 次年度以降の地区別バリアフリー基本構想検討に向けた進め方について 

【藤井会長】 

続きまして、『議題第２号 次年度以降の地区別バリアフリー基本構想検討に向けた進

め方について』、事務局より説明をお願いいたします。 

【事務局】 

それでは、議題第２号 次年度以降の地区別バリアフリー基本構想検討に向けた進め

方について、ご説明いたします。お手元の資料４をご覧ください。 

 これまで、バリアフリーマスタープラン策定時の検討内容や地区特性を踏まえ、ＪＲ

／京成稲毛地区、千葉都心地区の２地区において、重点整備地区を設定し、まち歩き点検

ワークショップ等により得られた各種課題を踏まえ、利用者の皆様や各施設設置管理者

様を始めとした多くの方々にご協力いただきながら、特定事業の設定なども行って参り

ました。これらの知見を活かし、来年度以降は、バリアフリーマスタープランに重点整備

地区として優先的に検討すべきとした地区として位置づけた７地区の中から、生活関連

施設の立地数などの評価要件を考慮して、ＪＲ蘇我地区、ＪＲ鎌取地区、ＪＲ／モノレー

ル都賀地区の３地区において、令和７年度までの２か年をかけまして、地区別バリアフリ

ー基本構想の検討を、同時進行で進めて参りたいと考えております。 

２ページをご覧ください。資料中央に検討の流れをお示ししていますが、基本的に千葉

都心地区と同様の流れで、３地区、同時進行で進めていきたいと考えております。 

 具体的には、基本方針の設定として、地区別バリアフリー基本構想の範囲、重点整備

地区の位置区域などとなりますが、それらの基本的な考えを整理した上で、利用者である

高齢者や障害者の皆様などによる地区ワーキンググループの活動として「まち歩き点検

ワークショップ」や、主に各施設設置管理者様などによる事業者ワーキンググループとし

ての「説明会」の開催などを実施した後、両方のワーキンググループの合同意見交換会を

行うなどして、相互理解を深め、関係者間で協力・連携しながら、特定事業計画の策定に

向けた検討を進めて参りたいと考えております。 

 また、基本的な考え方の整理や各ワーキンググループの前後など、節目ごとに協議会

を開催し、委員の皆様からご意見を頂戴するとともに、ワークショップ等の開催時には、

委員の皆様にも可能な範囲でご協力を賜れればと考えております。 



17 

３ページから５ページはマスタープランから抜粋した資料でして、３地区それぞれの

促進地区の位置・範囲や生活関連施設などを整理したものとなります。 

３ページがＪＲ蘇我地区で、生活関連施設は合計１９施設 

４ページがＪＲ鎌取地区で、生活関連施設は合計１１施設 

５ページがＪＲ／モノレール都賀地区で、生活関連施設は合計１５施設となります。 

以上で議題第２号「次年度以降の地区別バリアフリー基本構想検討に向けた進め方に

ついて」のご説明を終わります。 

次年度以降の基本構想検討地区について、ＪＲ蘇我地区、ＪＲ鎌取地区、ＪＲ／モノレ

ール都賀地区を同時進行で２か年かけて策定検討することについて、ご審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

 

【藤井会長】 

只今、『議題第２号 次年度以降の地区別バリアフリー基本構想検討に向けた進め方に

ついて』事務局よりご説明いただきました。ご質問やご意見等はございますか。 

【宿屋委員】 

重点整備地区のエリア設定は変更できないのでしょうか。鎌取地区の範囲を広げ、鎌

取・おゆみ野地区とした方が良いのではないかと考えています。 

500m圏内には公共施設や商店街、500～１kmには住宅地、１km～1.5km大型商業施設や

大型病院があります。鎌取地区を１km 圏内とした場合、おゆみ野地区の人が取り残され

てしまいます。鎌取地区には、JR 外房線と交差して京成千原線が乗り入れており、学園

前駅とおゆみ野駅があるため、おゆみ野駅を起点として取り込んではどうでしょうか。 

また、生活圏域に問題があります。鉄道駅から 500m圏内に住宅地はなく、公共施設等

が多いくなっている現状を踏まえた場合、生活圏域と一体的に考える必要があるのでは

ないかと考えます。 

誉田駅については 500m圏域にあるのは４施設のみであり、１kmに範囲を広げても老人

ホームが２施設増えるのみとなるため、誉田駅地区として地区別構想を策定しても意味

がないと思います。そういう点も考慮した場合、誉田駅も取り込んだ地区設定をしてはい

かがでしょうか。 

【事務局】 

生活圏域も踏まえた上での区域取りするご提案と受け止めました。 

大前提として、地区別構想の土台にバリアフリーマスタープランがあり、移動等円滑化

促進方針に則って、促進地区に加えて重点整備地区を設定することになっています。条文

には、重点整備地区の要件に「移動が通常徒歩で行われる地区であること」という記述が

あります。ご提案された生活圏域の背景について納得はできますが、1.5km～６kmは健常

者でも歩く距離ではないと考えます。一部１km 圏域を超えた箇所もありますが、事務局

では歩行可能範囲は１km が限界と考えており、その圏域にあるよく利用される施設等を



18 

抽出しています。１km圏域は法基準を考慮すると外しにくいと考えています。 

一方で、マスタープラン自体を令和 7 年度に見直したり令和 12 年度に改定する中で、

市内の状況も変わってくると思います。誉田駅から離れたところに物流拠点ができたり

北側の大規模な住宅団地建設、駅前開発が進むことで重点整備地区の範囲に関する新た

な議論はあるかもしれませんが、今回は徒歩 15分という点を重視して、提示した３地区

で進めさせていただきたいと思います。マスタープラン策定当初から駅を基点に市民の

皆様が移動される前提で設定をしてはいますが、見直しの際には改めて皆様にご意見を

いただきながら、設定の仕方について検討していきたいと考えています。 

また、皆様にはまち歩き点検ワークショップで現地確認をしていただく上で、広範囲の

設定は大変なのではないかと個人的には思います。 

【宿屋委員】 

千葉都心地区でも３駅を起点に設定されています。おゆみ野駅を起点に１km とすれば

矛盾しないのではないでしょうか。将来的に対象範囲外となる地区の施設等のバリアフ

リー化が進まないのではないかという懸念があります。 

誉田駅の場合、市が工業団地や住宅地を建設している状況です。千葉都心地区でも同様

に銀行が生活関連施設に設定されていませんが、銀行はトイレも使用させてもらえない

状況という点を考慮しても誉田駅周辺で地区別構想を策定する必要性が分かりません。 

【事務局】 

地区別構想の策定にあたっては、資料４でご説明したとおり、まずは７地区を先行して

設定することになっているため、誉田駅周辺地区は現在どこまでできるか不透明な状況

です。ご懸念の点については、バリアフリー法において施設ごとの規模や用途に応じて条

件が指定されており、商業施設も一定以上であればバリアフリーに配慮した整備が必要

となります。重点整備地区に設定されていないという理由でバリアフリー対応をしない

わけではございません。地区の一体的な整備として考えていくのは、鉄道駅を基点とした

マスタープランの内容に沿ったものとなります。 

ご指摘のとおり、重点整備地区の対象外となる駅はございます。利用者数も踏まえて指

定する場所や範囲は検討していくことになるため、この場で全ての方向性はお伝えする

ことはできませんが、今後の見直しする際に検討していく必要があるという認識はして

おります。 

【藤井会長】 

来年度は３地区同時策定となるため、事務局にとっては非常にハードな取組みであり、

またご参加いただく関係団体委員の皆様にもかなりご足労をおかけすることになると思

いますが、まちあるき点検ワークショップで出てきた地域特有の問題点を他に広げてい

くことが千葉市の一番大事な部分となるため、ぜひご協力を続けていただければ有難い

と思います。 

他にご意見ございますか。特にないようですので、議題２の審議をお諮りいたします。 
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『議題 第２号 次年度以降の地区別バリアフリー基本構想検討に向けた進め方につ

いて』、承認することに賛成の方は挙手をお願いします。 

【会場・ウェブ】 

１名除いて賛同 

【藤井会長】 

１名除いてご賛同いただいたということで、『議題 第２号 次年度以降の地区別バリ

アフリー基本構想検討に向けた進め方について』、原案どおり承認致します。 

 

３ その他 

【藤井会長】 

続きまして、「その他」について、事務局の方から説明はありますでしょうか。 

【事務局】 

ございません。 

【藤井会長】 

その他、何かご紹介したい取組等やご意見はありますでしょうか。 

ないようですのでこれをもちまして、本日すべての審議事項が終了しました。 

それでは、進行を事務局にお返しします。ご協力ありがとうございました。 

 

４ 閉会 

【事務局】 

長時間のご審議ありがとうございました。 

以上をもちまして、「第 11回千葉市バリアフリー基本構想推進協議会」を終了いたしま

す。本日は、ありがとうございました。 


